
未来のパパママ支援事業

赤ちゃんふれあい教室赤ちゃんふれあい教室
中学生が赤ちゃんと交流しました

　稲美中学校（９月26日・27日実施）と稲美北中学校
（10月２日・４日実施）の３年生を対象に、役場地域福祉
課主催の、未来のパパママ支援事業「赤ちゃんふれあい
教室」を開催しました。
　この教室では、０歳児とその保護者をゲストとして中
学校に招き、子育て真っ最中のお父さん・お母さんから
日々の赤ちゃんとの生活をうかがったり、実際に赤ちゃん
とふれあうことで、いのちの温もりや優しさを体感します。

❷
妊
婦
さ
ん
の
擬
似
体
験・足もとが見えないのでとても不安だろうし、何をす

るにも簡単にできないだろうと思いました。
・起き上がるのも寝転ぶのもお腹の赤ちゃんをかばい
ながらするので、お母さんは赤ちゃんが生まれる前
から大変なんだなと思いました。

・よくあやしてくれたり、事前に学習した声
掛けをしてくれたりと、一生懸命赤ちゃん
の目線になってくれたのが嬉しかったです。

・今日の一瞬のふれあいで、子どもといるこ
との楽しさ、嬉しさ、大変さを少しでも感
じてもらえたら嬉しいです。

・今日は泣きっぱなしだったので、中学生に
は申し訳なかったけど、大人の思いどおり
にはいかないのも赤ちゃんだと思ってもら
えたかな!?
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❸
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、そ
の
保
護
者
か
ら
子
育
て
の
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た

・子育ては一人では大変そうなので、子育てを手伝えるよう
な夫になりたい。

・赤ちゃんは肌が柔らかくてとても気持ちが和んだ。笑顔に
いやされ、元気が湧いてくる。子育てに責任感も感じた。

・保護者の方の話を聞いていると、辛いこともあるけどやっ
ぱり楽しいとか、子どもから学ばされるとのことで、子育
ては人生で一番大変で、一番楽しい時なんだと感じました。

・親が子育てをすることは大変だと思ったし、自分の親もそ
うやって自分を育ててきてくれたんだと思うと、感謝した
いと思った。

・自分も親になったら、責任をもってしんどい時も頑張って
子どもを守りたいと思う。

❶
赤
ち
ゃ
ん
人
形
で
抱
っ
こ
の
演
習

・抱っこのときは、首をしっかり持たない
といけないなど難しかったけど、将来に
向けてとても良い経験になった。

・赤ちゃん人形で練習したことで、本当の
赤ちゃんを抱くときに役に立ったと思い
ました。
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　稲美中学校151人、稲美北中学校153人、
合計304人の中学3年生がこの事業に参加し
ました。
　また、快く参加していただいた赤ちゃんと
その保護者は、合計16組でした。
　この教室実施後のアンケート結果による
と、多くの生徒が赤ちゃんともっとふれあい
たいと思ったり、親しみを感じてくれたよう
で、赤ちゃんに対して肯定的に捉えてくれた
ことがわかりました。
　さらに、赤ちゃんの保護者から子育て奮闘
記をうかがったことで、自分たちが近い将
来、お父さんお母さんになった時のイメージ
をより具体的に持てたようです。子育ては想
像していたよりも忙しくて辛いものと感じた
生徒が増えた半面、幸せややりがいも強く感
じたことがわかりました。
　また、自分の親に感謝し、この経験を将来
に活かしたいという感想がたくさん寄せられ
ました。

ゲストママの感想より

赤ちゃんふれあい教室を実施して…赤ちゃんふれあい教室を実施して…
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『
気
づ
く
の
は
　
あ
な
た
と
地
域
の
　
心
の
目
』

キャンペーン

オレンジリボン

キャンペーン

オレンジリボン
も
し
や
と
思
っ
た
ら･･･

虐待相談窓口虐待相談窓口

・
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
（
家
事
援
助
・
子
守
り
）

　
保
護
者
の
方
が
、
出
産
や
病
気
、
冠
婚
葬
祭
等
で
家
事
や
育
児
が
で
き
な

い
家
庭
に
、
家
事
や
お
子
さ
ん
の
お
世
話
を
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援
し
ま
す
。

（
対
象
は
、
小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
）
　

１
回
の
派
遣
に
つ
き
３
時
間
ま
で
。
週
３
回
ま
で
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
利
用
料
の
一
部
を
町
が
負
担
し
ま
す
。
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身
近
な
町
内
の
保
育
所
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
保
育
し
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
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必
要
で
す
。

・
子
育
て
家
庭
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
一
定
期
間
福
祉
施
設
等
で

お
預
か
り
し
ま
す
。
原
則
７
日
以
内
。
利
用
料
の
一
部
を
町
が
負
担
し
ま

す
。
急
に
お
困
り
の
時
に
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
虹
の
丘
」

　
　
加
古
川
市
内
に
あ
り
、
養
育
に
関
す
る
電
話
・
窓
口
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

＊
各
種
サ
ー
ビ
ス
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問
合
先
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地
域
福
祉
課
　
☎
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９
１
３
６
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子
育
て
情
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Ｑ
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Ａ
　
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
ら
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
た
め
、
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
窓
口
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
普
段
の
様
子
か
ら
は
虐
待
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
し
ば
ら
く
様
子

を
み
て
も
い
い
の
？

Ａ
　
児
童
虐
待
は
、
日
々
の
子
育
て
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
の
様
子
に
〝
不
自

然
さ
〞
を
感
じ
た
ら
、
相
談
窓
口
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
誰
か
ら
通
報
さ
れ
た
の
か
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？

Ａ
　
相
談
窓
口
へ
の
通
報
は
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
通
報
者
の
名
前
を
相

手
方
に
話
す
こ
と
は
、
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
親
子
を
支
援
す
る
手
だ
て
は
あ
る
の
？
　

Ａ
　
子
育
て
に
負
担
感
や
不
安
の
あ
る
家
庭
に
は
、
周
り
に
支
援
者
が
い
な

い
場
合
が
多
く
、
相
談
・
支
援
機
関
の
専
門
職
等
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
活
動
が
必
要
で
す
。

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
見
聞
き
し
た
時
は
、

相
談
窓
口
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

育
児
の
こ
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま
な
い
で･･･

Ｑ  

子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
た
ら
？

Ａ  

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ  

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
迷
っ
た
ら
？

Ａ  

町
内
の
各
機
関
に
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
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８
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・
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６

　
　
月
〜
金
　
９
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９
２
１
）
９
１
１
９

・
児
童
相
談
所
全
国
共
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い
つ
で
も
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０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

　町内の障害者授産施設「こばと
園」に委託して作ってもらったオ
レンジリボンです。
　窓口に置いてい
ますので、児童虐
待防止啓発にご協
力ください。

オレンジリボン　お配りしてます！オレンジリボン　お配りしてます！オレンジリボン　お配りしてます！
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このページのお問い合わせは、地域福祉課（☎492－9136）
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